
高い倍を示すが,祝究前野を40●Cから34●Cに冷却すると

約3●Cの足択皮TH氾低下を示した｡脳配を42.5●Cにした

けれども足舵皮脚配に変化は取められない｡代謝は45

W/mZ樫庇で脳加氾給料こよっては形印を受けない｡

ニホソザルの温熱中性弧である26℃では,脳冷却 (36

'C)に上って足択皮膚温は約5●C下降した.月消弧上州こ

上る足醗皮TH血管の拡張は認められなかった｡また,代

謝は 40-50W/m2で脳温による変化はない.

重犯15.5°Cでは足疏皮粛粗は低く,5時間の統察中に

約1.5●Cの-様な下降を示し,脳加温冷却による変動は

見られなかった.代謝は約 75W/m2と高く,脳冷却に

よって1α)W/m2にまで増加したが,脳加温による低下

はおこらなかった｡

以上を密約すると,イヌ･ウサギ･ネコなどの動物に

比較して,祝溌前野加弧に対する効卿 土余り平明でな

く,冷却時には市況,中性阻現暁では足舵皮析弧が低

下,低温環暁では代謝爪が印加した｡これらの成机と前

温現暁下における不充分な放熱反応,バイ｡ジェソ耐性

などの知見を合せて考えると,ニホソザルの体温調節に

おいて視究前野の温受容機刑はイヌ･ネコ･ウサギ'など

に比べて盃要な役割を果していないように想われる｡し

かしながら,93映終了枚2匹のサル (稲沢105号.小豆

5号)が死亡したことから,作粗調節反応の発現が,か

なり陀召されていた可維性もあるので,結納を得るまで

にもう少し突放を誼ねたいo

サルの皮膚屯位反射の研究1)

新-突良純2)･山崎勝男8)･丹治哲雄

奥田択一 (早大 ･文)

I.皮膚罷位反射 (SPR)波形の種差

目的 陰性単相故,陽性111相波,二相性故などのSPR

波形を発現するヒトの代用動物として適当なサルの種を

見出す (前年度継続)0

方法 前年庇測定不能であったチソバソ.i7-1頭,≡

ザル2鼠 pl)ス1頭,オオギャラゴ1真如こついて,1

-3日にわたり実験室で,穴亜電波袈高感度記録計EPR

-23Aに上り.白花性ならびに誘発性SPRを記録した｡

HYamaZaki,K.,Ttljimi,T.,Okuda,K.& Niimi.

Y.(1972):Psychophysiologicalsignificanceofskin
potentialnctivityinmonkeys.PJJChoJ･hJ∫l'oEog79;
620-623.

Yamazaki.K..Tajimi,T..Okuda.K.&Niimi,

Y.(1972):Spontaneousskinpotentialresponses
duringnaturalsleepinmonkeys.J.I,hLyJL'oE.Sol.
JGP.34:757-758.

2)現所尻 :-ilミ京都神経科学総合研究所0

3)現所属 :名古屋保健符生大学o

その他方法の評納ま前年･庇に同じ｡

結果 原泣茄日では仰こ映性坤和汲のみ,苅独P_口で

は冊に陽性叩相汲のみの SPRを苑現するという前年皮

禾!,'穴な確WL,した.

IT.SPR波形に及ぼす室温の形廿

日的 リ三的Ⅰのノミ古根.状が.Wileottおよび朽木 ･rll

lLtのfJ.=米とFもなるので.測定射 11のiYi.ではないかという

仮説を立て,突放7Ⅰ,n(な行なった｡T【の口約は幻nlに

よる形坪の検討｡

方法 アカゲザル2凪 ニホソザル2m.オオギャラ

ゴ1頭について.人工現象卦 こおいて塁氾な15●Cから

35℃まで,上井系列.下降系列について変化させ,S㍗R

故形を記録した｡

結果 衷弧のr5位に上り,SPR汲形には変化はみられ

なかった｡

･RlrMI ～.f.f.

､L〝p -V'vVvW､〔′~V V~･､〔 Vγ

Dyw ,√′､(V′V〔r v ~､(

lDtlC
第1図 皮膚花位反射に及ぼす駅血の形坪
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ⅠⅠⅠ.SPR波形に及ぼす駆血の影響

日的 火映Ⅱと同じ目的で,駆血の影響の検討｡

方法 アカゲザル1頭,ニホソザル2頭について,右

手な対fn,左手を実駅側とし,実駅側の基準電極装着部

位と探立てti梅迫蔚部位との間にひもをかけ棒を挿入し回

板することによって駆血した｡

桔沌約1回にその1例を示す｡Aの駆血前では,左

右ともほは伺振幅の SPRが同期して発現するが,Bの

ように郎血開始 4-5minで実駅側の SPR振幅は減少

しはじめ.Cのように約 12minでほとんど発現しなく

なる｡そこでひもをゆるめると回復しはじめ,Dのよう

に約 7min校には実験前とほとんど同程度まで回復す

る｡このように駆血により振幅が減少し,ほとんど発現

しなくなるということはあるが.その間ずっと発現しさ

えすれば必ず陽性単相波のみであった.

総括ならびに考察 過去3年間 にわたりサルの SPR

の測延な行なった理由は,ヒ'トの SPR発現機序解明の

ためにネコ,ネズミで脳の破放突放等を行なったが,ネ

コ.ネズミは陰性単相汲のみを発現し,これらを対象と

して火映する取り,ヒトにみられる二相性 SPRの発現

拭FT解明にはゆきづまりを生じるので,二相性故も発現

するといわれていたサルを対象として,脳の刺激実験,

故地')l畝等な肘出した｡しかし,3年間にわたり14種37

FJtのサルについて,いろいろな条件で枚討した結束,原

独iuiHは僻に仏性単相波.共猿並目は常に陽性単相故の

みな苑現した.以上のことから二相性故を発現するヒト

の代川動物として充分なサルの租を見出すことには失敗

したが,その間多くの新知見なえた｡なお,高木 ･中山

的文との刑LTiについては,次牛皮に中山教授が実験され

る叫に立会って SPRmll定を行ない, くいちがいが何か

ら出じたかな映討するとりきめができている.

霊長類足底汗腺の ATPase活性 (Ⅱ)1)

杉山幸八郎 (名市大 ･医)

霊長塀の手掌および足底の eccrine脱はヒト一般休部

の eccrine腺とほぼ同様の汗分泌と再吸収機経を有する

ので,生後 3日,7日,30日,1年および4-6年の猿

足底より単離した eccrine脱のATPase活性を測定し,

生長に伴 う汗腺校能の変化を細胞下レベルで調べた｡

方法 ･材料

生後 3日～30日のカニクイザル,タイワソザル,アカ

ゲザル各 1頭,1年の アカゲザル4頭, 4-6年 のニ

ホソザル9頭を 用いた｡ 足底皮膚より禅離した汗腺の

ATPase活性および蛋白量り測定は前年度報告に従っ

た｡2)

結 果

単離した eccrine脱のATPase活性は抑1紗 こ示す.

汗腺 1個宛のNa-冗ATPase活性は生後 1年で3日の5

倍,成猿で12.5倍に増加した｡Na-KATPase活性(Y)

と汗腺の蛋白昆(Ⅹ)との間には Y--0.12+5.72Ⅹ(r-

0.94)で示される一定の関係が認められる｡--))-,specific

Na-KATPase活性は 5.61土1.00molespi/kgprotein/

hourで年令による差は認められなかった｡汗腺 1佃宛

の蛋白畳は汗腺のsizeを示し,新生掛こ比し子狼で 4.8

倍,成猿で11.0倍に増加したが,こ0,位はヒトにおける

Takayama(1954)の値と析似した｡

ヒトにおいて最大発汗量と汗腺のsizeは比例関係にあ

り,しかも最大発汗丑は生長に伴い増加する (Fosteret

a1.,1971)｡今回の結果から猿足底の ∝crine脱 specilic

Na-KATPase活性は出生時に既に成狂と等しく,生長

に伴い汗腺のsizeが増大するに比例し汗腺 1佃宛のNa-

KATPase活性は増加した.このことから盟長柄の汗腺

自体の機能は出生時に既に充分発達しているものと思わ

れる｡

第1表 単離した ∝crine腺の ATPase活性

Na-KATPaseactivity MgATPaseactivity

nMPi/glandcoil･h MPi/kgprotein･h nMPi/glandcoil･h MPi/kgprotein･h

3days o.76 5.57 0.66 5.07

9days o.94 6.46 0.67 4.71

1month 1.00 6.02 0.69 4.(氾
Cllild 3.97土0.82 5.53土1.74 2.94土2.55 3.90土3.38

Adult 9.55土3.06 5.23土1.22 13.20土6.21 7.44土3.28

3

3

3

4

9

I).!圭介碑ノミ(京大 ･盟長研)との共同研究｡なお,こ

の研究の結果は下記の報告にまとめられた｡

Sugiyama,K.,Hotta,K.& Tokura,H.(1973):
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Na-汰ATPaseactivityofisolatedsweatglandfrom
monkey.J.PhLy∫ioL.Sos.Joj･.35(10):588-589.

2)霊長煩研究所年報 Vol.2(1972):38-39.


